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地域包括ケアの実現に向けて

在宅医療・介護連携の
推進について
東京大学高齢社会総合研究機構
松本 佳子



お話しする内容

１．人口の高齢化と地域包括ケアシステム

２．在宅医療・介護連携の目的と進め方

３．地域のしくみにしていくために



１
人口の高齢化と
地域包括ケアシ
ステム
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日本の人口の推移と将来推計
団塊の世代が
75歳以上に

団塊の世代が
65歳以上に

高齢者数が最多に

2.6人に1人は
65歳以上

75歳以上最多に

資料：2010年までは総務省「国勢調査」、2015年は総務省「人口推計（平成27年国勢調査人口速報集計による人口を基準とした平成27年10月1日現在確定値）」、
2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果
（注）1950年～2010年の総数は年齢不詳を含む。高齢化率の算出には分母から年齢不詳を除いている。
出典：内閣府 平成29年版高齢社会白書



在宅医療・介護連携の
ピークは（ある意味では）2040年
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平成52（2040）年：
166万人がピーク

• 201８年現在は「門前」
• 2025年が「入口」
• 2040年まで看取り数は増加の一途
※市町村によってかなり推移が異なるため市町村ごと
の後期高齢者数や死亡者数の推計をよく見ましょう

資料：平成17年までは厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」、平成18年以降は社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18
年12月推計）」より（出生中位・死亡中位）



大阪市の将来推計人口
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図：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」より演者が作図



大阪市の年齢別人口割合の推移
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図：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」より演者が作図



区別2025年の75歳以上人口の割合と指数
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図：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」より演者が作図
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75以上人口の増えが大きい



区別2040年の75歳以上人口の割合と指数
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図：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」より演者が作図
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地域別の人口の動き


